
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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滝 夜 叉姫
鬼 竜 丸
海 竜 丸

木 船  勇 輔
山 口  周 平
小 田  慎 二

大宅中将光圀
山 城 光 成

・・・
・・・

森 下  祐 之
高 濱  弘 幸

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

藤 本  将 太
小 山  渓 太
蔵 升  美 菜
神 田  佳 保

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総（しもふさ）の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多く
の手下を従えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第二幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）
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安 珍
清 姫
船 頭
船 頭

藤 本  将 太
小 田  慎 二
津 江  靖 博
横 竹  信 行

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
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木 船  勇 輔
小 山  渓 太
蔵 升  美 菜
神 田  佳 保

　時は醍醐天皇の御代、奥州・白河より熊野に参詣に来た僧・安珍（あんちん）がいました。真砂庄司の娘・清姫（きよひめ）は宿を
借りた安珍を見て一目惚れをします。安珍は参拝中の身として、「そのように迫られても困る。帰りにはきっと立ち寄るから」と騙し
て、参拝後は立ち寄ることなく、さっさと行ってしまいました。
　騙されたことを知った清姫は怒り、裸足で追跡し、道の途中で安珍に追いつきますが、安珍は再会を喜ぶどころか別人だと嘘に
嘘を重ねます。清姫の怒りは天を衝き、遂に蛇身に化けます。
　安珍は道成寺に逃げ込み梵鐘を下ろしてもらいその中に隠れますが、清姫は鐘に巻き付き、鐘共々安珍を焼き殺すという物語
です。

第一幕『安珍清姫』（あんちんきよひめ）

春木神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　広島県山県郡北広島町春木・平山八幡神社を本拠地とし活動をしております。
　諸説では、江戸時代後期に発足したとされる歴史ある神楽団です。現在では、安芸高田市美土里町の佐々木順三氏作の
新舞を継承しております。また、島根県邑智郡邑南町の雪田神楽団より教えを受けた「安珍清姫」を春木神楽化し、継承して
おります。
　そして、お客様に何か伝わるような舞が出来ればと日々練習に励んでおります。

はるきかぐらだん


